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INFORMATION

2024年度 おもな保健事業のご案内2024年度 おもな保健事業のご案内

※感染症対策等の関係上、事業内容や実施期間に変更が生じる場合があります
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生活習慣病がチェックできる〝特定健診〞が無料で受けられます。

健保が指定する医療機関で受診された場合、事前の申請により
費用の7割分（上限28,000円）の補助が受けられます。
（オプション項目は自費）

郵送の大腸がん検診（便潜血検査）が無料で受けられます。
毎年11月に案内が自宅に届きます。
大腸がん検診の機会に合わせてピロリ菌の有無を検査します。
（加入期間中1回限り）

乳がん検診・子宮頸がん検診・骨密度検査を自費で受けられた
場合は、事後申請により費用補助が受けられます。
詳細は当健保HPをご覧ください。
前立腺がん検診の一助として、PSA検査を受けられた場合は事
後申請により費用（最大3,000円）の補助が受けられます。

健保HP「MY KENPO」上で、指定の健康増進行動をとったことで、
ポイントがたまり、それに応じた商品と交換することができます。
自分の健康に関心を持ち、健康を維持増進するためのフェアを
行います。

期間内にインフルエンザ予防接種を受けられた場合、申請によ
り1,000円の補助をいたします。

健保からのお知らせや健康情報を掲載。事業所を通じて送付します。

赤ちゃんが誕生したご家庭に、1年間雑誌を送付します。

就業時間外の健康増進活動をグループ内に広めることによっ
て、さらなる健康増進を図ります（一人2,000ポイント上限）。

“禁煙普及委員会”の活動とともに、禁煙普及の情報提供や禁煙推進
活動を実施します。そのほかに肺年齢測定や禁煙相談も実施します。
詳細は当健保HPをご覧ください。

メタボリックシンドロームを予防・改善するために、減量を目的と
したプログラムを無料で利用できます。主に事業場で初回面談
が受けられます。面談はオンラインでも対応できます。

事業会社とともに一人ひとりが健康体重を意識する活動を行い
ます。全営業所に体重計設置・健康いきいきキャンペーン・
安全衛生委員会・体重入力Webサイト等。

事業場健康増進活動の中から、よりよい取り組みを行った事業場に
対し、「健康事業場」として表彰し、副賞を授けます。

HP上に保健事業や健康情報等を掲載しています。健保HP「MY 
KENPO」からメールアドレスを登録された方に向け、個別性の
高い健康情報を提供しています。

“こころと体の相談窓口”と“育児と介護の相談窓口”の2つの回
線でそれぞれ相談ができます。臨床心理士等による対面カウ
ンセリングの申し込みもできます。

SG家族健診

4月～8月

4月～10月

4月～翌2月
（申請受付は
1月末まで）

11月～翌2月

11月～翌2月

4月～翌2月

4月～翌2月

通年

5月～

通年

通年

通年

通年

11月～翌2月

通年

年2回（春/秋）

通年

通年

人間ドック

郵送大腸がん検診

郵送ピロリ菌検査

ウィメンズ検診

PSA検査

肥満予防対策

禁煙推進

ヘルスケアポイント

ウェルネスフェア

健康ダイヤル24

ヘルスチェック
(特定健診含）

事業場健康増進活動

SG特定保健指導
（特定保健指導）

インフルエンザ
予防接種費用補助

健保HP
「MY KENPO」含

健康情報誌「SG健保ナビ」

育児雑誌
「赤ちゃんと!」

被保険者

40歳以上の被保険者と
被扶養者（希望者）

35歳以上の被保険者
（希望者）
35歳以上の被保険者
（希望者）

女性被保険者（希望者）

40歳以上の
男性被保険者（希望者）

最も重症と考えられる対象者に向け、直接面談し、受診や服薬お
よびその後の治療状況管理を含めた集中的な保健指導を年間
を通じて実施します。

翌年の
ヘルスチェック

まで

健保保健師による
（緊急）健康ハイリスク・
健康リスク者保健指導

該当者（被保険者）

被保険者（事業場単位）

被保険者

被保険者

被保険者

事業会社と相談し
決定した事業所

7月健康事業場表彰 申請があった事業場
から健保が選定

被保険者

※MY KENPOは被保険者のみ

被保険者・被扶養者

レセプトより多剤服用者を抽出し、保健指導を行います。9月服薬適正化事業 被保険者・被扶養者

被保険者・被扶養者

案内する家庭常備薬を半額（最大2,500円）補助します。 
5,000円以上で送料無料になります。
＊健保ＨＰ「MY KENPO」にログインして購入5月

出産育児一時金を
利用した加入者

40歳以上の被扶養者
および任意継続資格者

40歳以上の基準該当者
（被保険者・被扶養者）

事業所で毎年実施している健康診断です。
（定期健康診断＋特定健診）

家庭常備薬斡旋 被保険者（希望者）

2024年度予算が、2月22日に開催された組合会において成立しましたので、その概要をお知らせいたします。
一般勘定の健康保険については、2024年度の予算総額は、362億2,775万円、2023年度予算と比べて、

約6億円の増額となりました（前年度予算比101.9％）。

その他
12億548万円

保険料
329億8,309万円

繰入金　20億3,918万円 その他　34億6,105万円

保健事業費
14億7,484万円

事務費　5億2,871万円

納付金　108億6,255万円
前期高齢者納付金　35億3,491万円
後期高齢者支援金　73億2,760万円
退職者給付拠出金等　　 　　 4万円

保険料の
33%に相当

保険料の
60%に相当

保険給付費
195億8,760万円
法定給付費　192億1,202万円
付加給付費　　 3億7,558万円

営繕費
3億1,300万円

前年度同様、健保全体の財政状況は健全に推移

❶

2024年度 予算のお知らせ2024年度 予算のお知らせ

予算総額　362億2,775万円

2024年度から介護保険料率を、2‰（パーミル：2/1000）引き下げます。これは、被保険者の平均年齢が42
歳台になって40歳以上の被保険者が増えており、介護保険料収入の増額が見込まれるためです。
介護保険の予算総額は、42億901万円、2023年度予算と比べて、約6,200万円の増額となりました（前年度

予算比101.5％）。2‰を下げても、若干の増額となっています。
介護保険勘定は、介護保険料収入を、介護納付金以外に使用することはできません。余った介護保険料は、翌

年度の資金に組み入れることになります。

介護保険

保険給付費は、現状の医療費の伸びに対応し、195億8,760万円を計上しました。
納付金の合計は、108億6,255万円となり、2023年度実績からは、約14億円の減少となりました。ただし、こ

の納付金は、2年前の2022年度の医療費を基準に算定された概算納付金を、2024年度で精算した結果となっ
ています。2024年度分は、2年後の2026年度で精算されることとなります。
保健事業費は、2024年度から約2年をかけて、重症化対策から特定保健指導に切り替えていく費用で、保健

指導宣伝を増額、また、女性のがんリスクが高くなってきていることから、ウィメンズ検診費用および人間ドック
費用を増額、SSFの費用および保養所等施設管理費用を増額し、保健事業費として14億7,484万円を計上しま
した（前年度予算比106.9％）。
営繕費は、2023年度で守山パーク総合体育館の大規模修繕を行いましたが、さらに修理が必要なところが

出てきたために追加費用で1億5,000万円を計上しました。
2024年度の経常収支については、8億400万円の黒字となりました。

支 出

健康保険料収入は、被保険者数の減少、平均標準報酬月額の推移、総標準賞与額の見込み等を勘案して、
329億8,309万円とし、2023年度予算に比べて、約５億8,000万円の増額を見込んでいます。
また、別途積立金繰入を20億円計上し、期首の資金需要に対応します。

収 入


